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今月のおしらせ
『ゴールデンウィークだよ！わくわくふれあいフェア』

～５月５日（水）まで
５月５日は「子どもの日」！中学生以下の入園料が無料です♪

『母の日イベント』
２０２１年５月８日（土）、５月９日（日）

2日間とも「お母さん」の入園料が無料です！

くわしくは須坂市動物園のホームページや公式ブログをみてね

２０２１
月刊

５月の休園日：１０日（月）、１７日（月）、２４日（月）、３１日（月）

須坂市動物園で皆さまが安全で安心してお楽しみいただくために、新型コロナウイルス感染症の
感染予防および拡大防止にご理解、ご協力をお願いいたします。
詳細は須坂市動物園ホームページ【来園されるお客様へのお願い】をご覧ください。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、イベント内容を縮小しています。

2年目こそはもっと仲良く

現在当園では、南園でラマを1頭飼育しています。その名はココア！
15歳のメスです！（ちなみにラマの平均寿命は20歳くらいと言われていますよ）
ココアの担当になって、今年で2年目になります。初めてラマの獣舎に入った日。警戒するより

興味津々な様子のココアが近づいてきて、私の耳辺りに顔を近づけ、くんくんと匂いを確かめ
てきました。横を向くとすぐ近くにココアの顔があり、すごく驚いたのを覚えています。

ココアは、2020年の11月までオスのラテと一緒に生活していました。人懐っこいラテに比べてコ

コアは気が強くて気分屋なところもあり、仲良くなるのは一筋縄ではいきません。毎日声をかけ
続け、目が合えば話しかけたり、いろいろなことを試してみました。その成果なのか、エサを
持った私の姿を見ると“来た！”と獣舎内を走り出します。（エサがほしいだけかもしれませんが
嬉しい瞬間です！）

ラテが移動してココアだけになり、獣舎もココア自身も少しだけ寂しそうにみえました。しかし、こ
れもチャンスと思い、ゴハンを食べているときに体に触れてみたりしています。しつこくしすぎる
と唾を吐かれたり、追いかけられたりすることもありますが・・・。

それでも、もっとココアと仲良くなり、後々ケガや病気をした際に、お互いストレスのない方法を
とれる関係が築けたらいいなと思っています。そのために、これからもどんなに唾を吐かれよう
と挫けず頑張っていくので、もしよかったら応援よろしくお願いします！

（ラマ担当 山口友里）
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はじめまして！新しく飼育員になりました！

新人飼育員の小椋です。須坂市動物園の数少ない男性職員として力仕事や
物作りに積極的に取り組みたいと思います。来園されるお客様を最大限楽し
ませられるように頑張りたいです。これから宜しくお願い致します。

（飼育ふれあい係 小椋大玖）

はじめまして。新人飼育員の徳竹です。プレーリードッグ、ハクビシン、キエリ
ボウシインコを担当しています。動物たちが過ごしやすく、健康でいられる環
境をつくっていけるよう精一杯頑張ります。よろしくお願いします！

（飼育ふれあい係 徳竹優華）

初めまして！新人飼育員の平野愛実です。南園のヤギ・ヒツジ・ニホンジカ・
鶏舎を担当しています。分からないことも沢山ありますが、自分らしく笑顔で
頑張りたいです。お客様に動物園を全力で楽しんでいただけるようにしま
す！よろしくお願いします。

（飼育ふれあい係 平野愛美）

オシドリ夫婦日記

オシドリは秋から冬にかけてペアを組み、冬の終わりから春先に産卵します。

とりっこ村のオシドリも１ペアが仲良さそうに冬を迎え、２月にメスが産卵を始めました。野生で
は高い木の洞を巣穴にするので、とりっこ村では巣穴として代わりにくりぬいた丸太を用意して
みました。巣穴の場所はメスが決めるますが、初めは用意した巣穴ではない地面にコロンと産
卵してありました。そこで、巣穴の場所をさらに高い場所へ移動してみると、そこからさらに２回
ほど場所を変えたところ、巣穴の中に卵が１個確認できました。通常、数日間にわたり８個～１
２個ほどの卵を産卵します。しばらくして、メスが巣穴に入り抱卵（卵を温めること）を始めました。
それからは食事や水浴びをする少しの時間だけ巣穴を離れますが、ほぼ一日中抱卵をしてい
ます。メスが巣穴を離れた間にこっそり中を覗くと、卵の上に真っ白でふわふわの羽毛がやわ
らかく乗っていて、それは日に日に増えていきました。

オシドリは抱卵から雛の巣立ちまでメスだけで行うので、通常はこの時点でオスは関わりませ
ん。しかし、このペアのオスはしばらくの間、巣穴の前に門番のように立っていました。とりっこ
村は他にも鳥類がいるので、大きなインドクジャクから卵を守っているつもりだったのでしょう
か？このオスは結局２週間ほどで門番をやめて自分の生活に戻りました。

その後、抱卵を始めて２８日目にメスが巣穴に戻らなくなりました。オシドリの抱卵は通常２８日
～３０日程です。また戻るかもしれないと巣穴を覗かず待ちましたが、３日経っても戻る様子が
なかったので卵を回収してみました。最終的に卵は４つで、１つは無精卵(雛にならない)、３つ
は成長途中で孵化には至りませんでした。2羽が一生懸命だっただけに残念でした。
来期にはそれに叶う巣穴の環境やエサの内容など改善策を整えられたらと思います。

（飼育ふれあい係 笹井恵）


